
 埼玉県の南西部に日本最大の平地林がある。大都市近郊にこれほど広大な平地林

が残されている場所は他にない。ここは江戸時代、農家が落葉樹を植えて森を造成

し、その落葉で堆肥を作って毎年畑に施し、やせた荒野を肥沃な農地に生まれ変わ

らせた場所である。その江戸の自然が循環する伝統農法が今日まで 300 年間以上も

続けられている。この地域では平地林のことを「ヤマ」と呼び、農家は「ヤマがあ

るからこそ人は生きていける」と語る。無数の土壌微生物が生息し、肥沃な土壌を

生み出している。若い後継者が多く育っているのもこの地域の特色だ。 

原村政樹（記録映画監督） 

 
 

国木田独歩の『武蔵野』に描かれた雑木林の四季の美しさと、 
江戸時代から続く落ち葉堆肥農法の奇跡の営みを後世に伝え継ぐ 

 この地域（埼玉県川越市・所沢市・狭山市・ふじ

み野市・三芳町）の農家は雑木林（平地林）をヤマ

と呼び、「人間はヤマに生かされている」と言いま

す。「人間も自然の一部である」。「先祖が残してく

れた大切なものは変えてはならない」とも。変化が

激しい現代にあって、変わらないことの大切さを教

えてくれます。映画では、この地の伝統農法の神髄

に迫り、効率重視の工業的価値とは対極にある「農」

の深い精神文化を描いています。 

※ 映画に登場する埼玉県武蔵野地域の「武蔵野の落ち
葉堆肥農法」が、2017 年 3 月に日本農業遺産として
認定されました。 

「なかば黄いろくなかば緑な林の中に歩いて

ゐると、澄みわたつた大空が梢々の隙間か

らのぞかれて日の光は風に動く葉末葉末に

砕け、その美しさいひつくされず。」                     

国木田独歩  

■武蔵野上映会■ 

上映日程 2019年 1月 15日(火) 
●13：30開場  14：00～上映  会場：新所沢公民館ホ－ル 

                       所沢市緑町 1-8-3（新所沢駅西口から徒歩５分） 

生活クラブ組合員：無料  一般鑑賞：500円 

後援：所沢市・所沢市教育委員会 

       問合せ先：生活クラブ所沢センタ－ ＴＥＬ：049-259-5583 担当：三上 


